
ヨハネ 18

"イエスはこれらのことを話し終えられると、弟子たちとともに、ケデロンの川筋の向

こう側に出て行かれた。そこに園があって、イエスは弟子たちといっしょに、そこに入

られた。

ヨハネの福音書 18 章 1 節

"それからイエスは出て、いつものようにオリーブ山に行かれ、弟子たちも従った。

いつもの場所に着いたとき、イエスは彼らに、「誘惑に陥らないように祈っていなさい」

と言われた。

そしてご自分は、弟子たちから石を投げて届くほどの所に離れて、ひざまずいて、こう

祈られた。

「父よ。みこころならば、この杯をわたしから取りのけてください。しかし、わたしの

願いではなく、みこころのとおりにしてください。」

すると、御使いが天からイエスに現れて、イエスを力づけた。

イエスは、苦しみもだえて、いよいよ切に祈られた。汗が血のしずくのように地に落ち

た。

イエスは祈り終わって立ち上がり、弟子たちのところに来て見ると、彼らは悲しみの果

てに、眠り込んでしまっていた。

それで、彼らに言われた。「なぜ、眠っているのか。起きて、誘惑に陥らないように祈

っていなさい。」

イエスがまだ話をしておられるとき、群衆がやって来た。十二弟子のひとりで、ユダと

いう者が、先頭に立っていた。ユダはイエスに口づけしようとして、みもとに近づいた。

"

ルカの福音書 22 章 39～47 節

ところで、イエスを裏切ろうとしていたユダもその場所を知っていた。イエスがたびた

び弟子たちとそこで会合されたからである。

そこで、ユダは一隊の兵士と、祭司長、パリサイ人たちから送られた役人たちを引き連

れて、ともしびとたいまつと武器を持って、そこに来た。

イエスは自分の身に起ころうとするすべてのことを知っておられたので、出て来て、「だ

れを捜すのか」と彼らに言われた。

彼らは、「ナザレ人イエスを」と答えた。イエスは彼らに「それはわたしです」と言わ

れた。イエスを裏切ろうとしていたユダも彼らといっしょに立っていた。

イエスが彼らに、「それはわたしです」と言われたとき、彼らはあとずさりし、そして

地に倒れた。"

ヨハネの福音書 18 章 1～6 節

"シモン・ペテロは、剣を持っていたが、それを抜き、大祭司のしもべを撃ち、右の耳

を切り落とした。そのしもべの名はマルコスであった。

そこで、イエスはペテロに言われた。「剣をさやに収めなさい。父がわたしに下さった

杯を、どうして飲まずにいられよう。」"

ヨハネの福音書 18 章 10～11 節



"そしてそのうちのある者が、大祭司のしもべに撃ってかかり、その右の耳を切り落と

した。

するとイエスは、「やめなさい。それまで」と言われた。そして、耳にさわって彼をい

やされた。"

ルカの福音書 22 章 50～51 節

"そこで、一隊の兵士と千人隊長、それにユダヤ人から送られた役人たちは、イエスを

捕らえて縛り、

まずアンナスのところに連れて行った。彼がその年の大祭司カヤパのしゅうとだったか

らである。

カヤパは、ひとりの人が民に代わって死ぬことが得策である、とユダヤ人に助言した人

である。"

ヨハネの福音書 18 章 12～14 節

"シモン・ペテロともうひとりの弟子は、イエスについて行った。この弟子は大祭司の

知り合いで、イエスといっしょに大祭司の中庭に入った。

しかし、ペテロは外で門のところに立っていた。それで、大祭司の知り合いである、も

うひとりの弟子が出て来て、門番の女に話して、ペテロを連れて入った。

すると、門番のはしためがペテロに、「あなたもあの人の弟子ではないでしょうね」と

言った。ペテロは、「そんな者ではない」と言った。

寒かったので、しもべたちや役人たちは、炭火をおこし、そこに立って暖まっていた。

ペテロも彼らといっしょに、立って暖まっていた。"

ヨハネの福音書 18 章 15～18 節

"一方、シモン・ペテロは立って、暖まっていた。すると、人々は彼に言った。「あな

たもあの人の弟子ではないでしょうね。」ペテロは否定して、「そんな者ではない」と

言った。

大祭司のしもべのひとりで、ペテロに耳を切り落とされた人の親類に当たる者が言った。

「私が見なかったとでもいうのですか。あなたは園であの人といっしょにいました。」

それで、ペテロはもう一度否定した。するとすぐ鶏が鳴いた。"

ヨハネの福音書 18 章 25～27 節

"しかしペテロは、「あなたの言うことは私にはわかりません」と言った。それといっ

しょに、彼がまだ言い終えないうちに、鶏が鳴いた。

主が振り向いてペテロを見つめられた。ペテロは、「きょう、鶏が鳴くまでに、あなた

は、三度わたしを知らないと言う」と言われた主のおことばを思い出した。

彼は、外に出て、激しく泣いた。"

ルカの福音書 22 章 60～62 節

"そこで、ピラトは彼らのところに出て来て言った。「あなたがたは、この人に対して

何を告発するのですか。」

彼らはピラトに答えた。「もしこの人が悪いことをしていなかったら、私たちはこの人

をあなたに引き渡しはしなかったでしょう。」

そこでピラトは彼らに言った。「あなたがたがこの人を引き取り、自分たちの律法に従

ってさばきなさい。」ユダヤ人たちは彼に言った。「私たちには、だれを死刑にするこ

とも許されてはいません。」

これは、ご自分がどのような死に方をされるのかを示して話されたイエスのことばが成

就するためであった。"

ヨハネの福音書 18 章 29～32 節



"「さあ、これから、わたしたちはエルサレムに向かって行きます。人の子は、祭司長、

律法学者たちに引き渡されるのです。彼らは人の子を死刑に定めます。

そして、あざけり、むち打ち、十字架につけるため、異邦人に引き渡します。しかし、

人の子は三日目によみがえります。」"

マタイの福音書 20 章 18～19 節

"モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子もまた上げられなければなりません。

それは、信じる者がみな、人の子にあって永遠のいのちを持つためです。」"

ヨハネの福音書 3 章 14～15 節

"そこで、ピラトはもう一度官邸に入って、イエスを呼んで言った。「あなたは、ユダ

ヤ人の王ですか。」

イエスは答えられた。「あなたは、自分でそのことを言っているのですか。それともほ

かの人が、あなたにわたしのことを話したのですか。」

ピラトは答えた。「私はユダヤ人ではないでしょう。あなたの同国人と祭司長たちが、

あなたを私に引き渡したのです。あなたは何をしたのですか。」

イエスは答えられた。「わたしの国はこの世のものではありません。もしこの世のもの

であったなら、わたしのしもべたちが、わたしをユダヤ人に渡さないように、戦ったこ

とでしょう。しかし、事実、わたしの国はこの世のものではありません。」

そこでピラトはイエスに言った。「それでは、あなたは王なのですか。」イエスは答え

られた。「わたしが王であることは、あなたが言うとおりです。わたしは、真理のあか

しをするために生まれ、このことのために世に来たのです。真理に属する者はみな、わ

たしの声に聞き従います。」

ピラトはイエスに言った。「真理とは何ですか。」彼はこう言ってから、またユダヤ人

たちのところに出て行って、彼らに言った。「私は、あの人には罪を認めません。"

ヨハネの福音書 18 章 33～38 節

"私たちは神から出た者です。神を知っている者は、私たちの言うことに耳を傾け、神

から出ていない者は、私たちの言うことに耳を貸しません。私たちはこれで真理の霊と

偽りの霊とを見分けます。"

ヨハネの手紙 第一 4 章 6節

"しかし、過越の祭りに、私があなたがたのためにひとりの者を釈放するのがならわし

になっています。それで、あなたがたのために、ユダヤ人の王を釈放することにしまし

ょうか。」

すると彼らはみな、また大声をあげて、「この人ではない。バラバだ」と言った。この

バラバは強盗であった。"

ヨハネの福音書 18 章 39～40 節

"ピラトは祭司長たちと指導者たちと民衆とを呼び集め、

こう言った。「あなたがたは、この人を、民衆を惑わす者として、私のところに連れて

来たけれども、私があなたがたの前で取り調べたところ、あなたがたが訴えているよう

な罪は別に何も見つかりません。

ヘロデとても同じです。彼は私たちにこの人を送り返しました。見なさい。この人は、

死罪に当たることは、何一つしていません。

だから私は、懲らしめたうえで、釈放します。」＊"

ルカの福音書 23 章 13～16 節



"しかし彼らは、声をそろえて叫んだ。「この人を除け。バラバを釈放しろ。」

バラバとは、都に起こった暴動と人殺しのかどで、牢に入っていた者である。

ピラトは、イエスを釈放しようと思って、彼らに、もう一度呼びかけた。

しかし、彼らは叫び続けて、「十字架だ。十字架につけろ」と言った。

しかしピラトは三度目に彼らにこう言った。「あの人がどんな悪いことをしたというの

か。あの人には、死に当たる罪は、何も見つかりません。だから私は、懲らしめたうえ

で、釈放します。」

ところが、彼らはあくまで主張し続け、十字架につけるよう大声で要求した。そしてつ

いにその声が勝った。

ピラトは、彼らの要求どおりにすることを宣告した。

すなわち、暴動と人殺しのかどで牢に入っていた男を願いどおりに釈放し、イエスを彼

らに引き渡して好きなようにさせた。"

ルカの福音書 23 章 18～25 節


